えがお大学院　社会起業家支援 事業概要書【記入例】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式１）

	①提案者
	●●　●●

	②事業名
	●●の6次産業化による●●地域活性化プロジェクト

	②事業の目的
	●●地域特産の●●を基軸とした生産加工品開発を行うことにより、地域活性化を実現させる。

	③３年後の目標
	●●の卸価格は、現在㌔1,000円である。現在の収量は1,000kgであり、100万円の卸価格である。この収量の一部を加工生産販売することにより、300万の収入にすることを第1の目標とする。

その後、●●の生産拡大を図るとともに、地域の各種企業・団体と連携し、3年後には2,000万程度の事業規模に拡大する。

· 5年後には、5,000万の事業規模に拡大させ、地域の雇用を創出するとともに、地域の新たな産業としての確立を目指す。

	④事業概要


	＜●●の加工試作品開発＞

　これまでの実績を踏まえ、加工試作品の精度を高め、市場ニーズに対応した加工品の開発を行う。

＜加工試作品のマーケティング＞

　2回のマーケティング（第1段試作品、第2段試作品）を行うことにより、より市場ニーズに応じた加工試作品を開発するとともに、マーケティングにより消費者ニーズを探る

＜地域の連携体制づくり＞

　●●を基軸とした地域のネットワークを構築し、継続性・永続性のある連携体制を構築する。将来的には地域活性化に寄与する体制とする。

	⑤事業実施体制
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	⑥事業フロー
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